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青年期ダウン症者の自己制御機能と特性的自己効力感との関係















The purpose ofthisstudy wasto examine the relation between




wasindividualy performed by firstauthor.Asthe result,there were
slgnificantdifferencesselトassertion scoresbetween high andlow score
groupsofgeneralizedself-eficacy.But,therewerenoslgnificantdifferences





































ている｡健常児を対象とした先行研究 (Wheeler&Ladd,198220)) では,健常児の抱 く
自己効力感や同じ測定尺度による評価と教師や仲間との間に有意な相関が認められ,行動
の予測値として機能することが示唆されている｡また,青年期ダウン症者を対象とした先
行研究 (小島 ･池田,2001a9))では,自己主張面の ｢能動性 ･主体性｣と ｢拒否 ･強い
自己主張｣,自己抑制面の ｢待機行動｣ と ｢規則への従順｣において実際の行動と関係が
あると報告されている｡一方,特性的自己効力感については,健常者を対象とした研究も
いくつか報告 (三宅,200015);成田 ･下仲 ･中里 ･河合 ･佐藤 ･長田,199514);坂野 ･
東候,198617);Sherer,Maddux,Mercandante,Pretice-Dunn,Jacobs&Rogers,198218))
されてきているものの,まだそれほど多くない現状である｡知的障害者を対象とした研究
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においては,知的障害者用の尺度が開発され特性的自己効力感の特徴が健常児 ･者 との比












































｢能L動 性 .主 体 性 ｣
意 見 を聞 い た り,感 想 を求 め る と, 自分･な りの考 えや 感 想 を 出 す｡
他 の友 達 と自分 q)意 見 が違 って い る と臆 せ ず主 張 す るo
他 の友達 に 自分 の考 えや ア イデ ィア を話 す｡
社 会 見 学 等 の 買 い物 場 面 で 自分 の考 えて い る もの を買 え る｡
自分 の考 えや意 見 を 自分 か ら述 べ る｡
持 久走 大 会 な どで苦 し くな った時 に 自分 で そ の こ とを伝 え られ る｡
数 種 類 の学 習 活動 を設 定 した場 面 で , 自分･の挑 戦 した い場 を選 択 で き る｡
体調 の悪 い時 に訴 え る こ とが で きる｡
将 来 の進 路 に つ いて 自分 の考 え を意 思表 示 で きる｡
学 習 の 時 に,教 材 の選 択 場 面 で 自分 の好 きな教 材 を選 択 で きる｡
自分 の や りた い係 り活動 や役 割 を意 思表 示 で きる｡
自分 が何 か を した い時 に許 可 を求 め る こ とが で きる｡
感 想 を求 め られ た時 に何 らかの 感一情や 気 持 ち を示 せ る0
｢手巨否 ･強 い 自己主 張 ｣
自分の順番に他の人が割 り込んできた時,｢いけない,私の番だ｣ と意思表示を示す｡
友 達 に意 地 悪 され る と ｢や め て くれ｣ と意 志 を示 す｡
嫌 な こ とは は っ き り嫌 と意 志 を示 す｡
友 達 に惑 わ され ず に 自分･の や りた い こ とを意 思表 示 で き る｡
自分 の期 待 した もの と違 う もの が渡 され た時 ｢違 う｣ と意 思表 示 す る｡
遊 び た い玩 具 を友 達 が使 って い る時,｢貸 して｣ と意 思表 示 を示 すO
して ほ しい こ と, ほ しい もの を は っ き り大 人 に締 め る｡
他 の友 達 の言 いな りにな る｡
他人 の助 け が欲 しい時 お願 い で きる｡
自分 の や りた い こ と,楽 し く感 じて い る こ とを意 思表 示 で きる｡
｢友 人 へ の積 極こ性 ｣
自分 の や りた い遊 び を友 達 を誘 って始 め られ る｡
人 か ら促 され な い と行 動 が起 こせ な い｡
遊 び た い友 達 を 自分 か ら誘 って遊 べ る｡
入 りた い遊 び に 自分･か ら ｢入 れ て｣ とい う意 思表 示 を示 す｡
自己抑 制 面
｢待機 行 動 ｣
｢後 で あ げ ます｣ と言 えば待 て る｡
｢して は い け な い｣ と言 わ れ た こ とは しな い｡
｢ち ょっ と待 って い な さい｣ で待 て る｡
遊 び の 中 で順 番 を待 て る｡
友 達 の物 や 他 の 人 が使 って い る玩 具 が ほ しい とす ぐに とる｡
給 食 や おや つ が酉己られ るの を待 て る｡
健 診 の時 な どは指示 に従 う｡
｢他者 との協.調 性 ｣
指 示 され た こ とが苦 手 な こ とや 難 しい こ とで も遂 行 で きるO
他 の人 の もの が欲 し くて も我 一慢す る.
仲 間 と意 見 が くい違 った時 には願 望 を抑 え る｡
自分 には不 都 合 だ った り損 な こ とで も他 の人 の た め にゆ ず れ る｡
イ中間 と膏:児 が適 う時 ,相 手 の意 見 をf受け 入 れ られ るO
教 師 に話 しか け た時 ,他 の人 が話 して い る間待 って い られ る｡
｢感 情 抑 制 ｣
した い こ とを とめ られ る とや め る｡
悲 しいこと,くや しいこと,つらいことなどの感情をす ぐに爆発させずに抑えられる｡
集 団 の 中 で我 一慢で きる｡
要 求 が受 け入 れ られ な か った 時 に か ん しゃ くを起 こす｡
｢規 則 へ の従 順 ｣
課 せ られ た仕 事 を途 中 で放 りだ さな い で ,最 後 まで や り通 す｡
して は いけ な い時 が あ る こ とが わ か り, や め る｡
他 の人 と同 じ物 を欲 しが る｡
休 み時 間 と授 業 中 の 区別 が で きな い｡
遊 び た くて も係 りの 活動 な ど しな け れ ば な らな い こ とが で き る｡
給 食 や おや つ の時 , 自分･の好 きな もの を他 の人 の分 まで食 べ て しま う
授 業 中 に他 の こ とに興 味 が うつ り離 席-す る｡
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(2) 自己制御機能の測定
自己制御機能の測定は,小島 ･池田 (2000a7))が作成した ｢知的障害者の自己に関す
る行動調査質問紙｣を用いた｡この質問紙は,自己主張面と自己抑制面の2領域から構成
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Tab一e4 特性的自己効力感の高群と低群の下位次元の得点
高自己効力感群 (n-12) 低自己効力感群 (n-13)
平均得点 標準偏差 平均得点 標準偏差
く自己主張面)
能動性 ･主体性 3.14 0.43 2.68 0.53
拒否 ･強い自己主張 3.67 0.47 3.08 0.90























































した｡その結果,自己主張面の下位次元である ｢能動性 ･主体性｣は有意であり (両側検




は有意でなく (両側検定 :t(23)-0.ll,p>.05),｢他者 との協調性｣は有意でなく






























検討した先行研究 (小島 ･池田,2001a9)) では,自己制御機能と自己主張面の ｢能動性 ･
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